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ｐ1◆�「農業に逆風。でも力を合わせて頑張ろう！」女
性農業委員が26年度活動計画を決定

ｐ2◆�農業委員会の活動を地域に示そう !! ／全国一斉に
農業委員会制度・組織改革に向けたアンケートを
実施

ｐ3◆�地域での話し合いをベースに戦略的な活用を／
「法人化請負人」を派遣しています！／経営者組
織の研修 ･交流を支援

ｐ4◆常任会議だより

府
内
の
全
49
名
の
女
性
農
業
委
員

が
加
入
さ
れ
て
い
る
「
き
ょ
う
と
女

性
農
業
委
員
の
会
」
が
２
月
18
日
に

総
会
を
開
催
し
、
新
年
度
の
活
動
計

画
を
決
定
し
ま
し
た
。

会
の
発
足
か
ら
８
年
目
を
迎
え
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
参
画
な
ど

に
よ
り
、
今
後
の
活
動
の
幅
が
拡

が
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
着
実
な
実

践
を
さ
ら
に
積
み
重
ね
る
こ
と
を
確

認
。
７
月
の
農
業
委
員
統
一
改
選
に

向
け
た
女
性
農
業
委
員
の
登
用
促
進

の
た
め
活
動
や
、「
会
報
」
の
発
行

な
ど
、
引
き
続
き
、
目
に
見
え
る
活

動
を
め
ざ
し
取
り
組
む
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
10
月
の
東
海
・

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
主
催
地
と

し
て
の
開
催
な
ど
、
こ
の
間
の
活
動

実
績
を
振
り
返
り
、
今
後
に
向
け
た

「
食
育
」
や
「
米
飯
推
進
」
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

市町村農業委員会の女性農業委員数� （人）

京 都 市 4 井 手 町 1 京 丹 波 町 4
向 日 市 2 宇治田原町 綾 部 市 3
長 岡 京 市 2 木 津 川 市 2 舞 鶴 市 3
大 山 崎 町 笠 置 町 福 知 山 市 2
宇 治 市 1 和 束 町 2 宮 津 市 1
城 陽 市 精 華 町 2 与 謝 野 町 2
久 御 山 町 1 南 山 城 村 3 伊 根 町 1
八 幡 市 2 亀 岡 市 3 京 丹 後 市 2
京 田 辺 市 3 南 丹 市 3 合 計 49

女性登用の申し合わせを読み上げる吉田副会長

「
農
業
に
逆
風
。
で
も
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
ろ
う
！
」

女
性
農
業
委
員
が
26
年
度
活
動
計
画
を
決
定

統
一
選
挙
で
の
女
性
の
登
用
拡
大
に
も
取
り
組
む
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京
都
府
農
業
会
議
は
、「
地

域
か
ら
見
え
る
農
業
委
員
会
活

動
」を
テ
ー
マ
に
１
月
29
日（
北

部
）、
２
月
27
日
（
南
部
）
の

両
日
、「
農
業
委
員
研
修
・
交

流
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

研
修
・
交
流
会
に
は
、
延
べ

２
０
０
名
の
農
業
委
員
が
参
加
。

南
北
両
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
、
参
加

し
た
農
業
委
員
か
ら
発
言
が
相

次
ぐ
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
千
賀
誠
八
郎
氏

「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」「
明
日
の
温
江

村
プ
ラ
ン
」
が
で
き
た
。
で
も
こ
れ
は
ス

タ
ー
ト
ラ
イ
ン
。
集
落
の
み
ん
な
で
、
い

つ
で
も
話
し
合
い
が
出
来
る
絆
を
つ
く
っ

て
お
け
ば
、
何
と
か
な
る
。

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
飯
田
喜
代
視
氏

　

都
市
近
郊
地
域
で
は
非
農
家
の
住
民
に

も
農
地
へ
の
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
農

業
の
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
。
農
業
委
員
が
総
出
で
遊
休
農
地

解
消
の
実
証
圃
場
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
月
に
一
度
、
総
会
に
来
る
だ
け
が

農
業
委
員
の
仕
事
で
は
な
い
。

南
部
ブ
ロ
ッ
ク
・
堀
江
幸
和
氏

　

新
し
い
農
業
委
員
会
だ
よ
り
を
つ
く
っ

て
か
ら
、
非
農
家
の
住
民
か
ら
意
見
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
広
報
紙
の
役

割
は
と
て
も
重
要
。
で
も
、
農
業
委
員
自

身
が
楽
し
く
な
い
と
…

近
年
、
農
業
委
員
会
系
統
組
織
に

対
し
て
、
各
方
面
か
ら
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
農

業
委
員
会
が
農
地
法
に
基
づ
く
許
認

可
業
務
と
そ
の
他
の
推
進
業
務
を
あ

わ
せ
て
担
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

疑
問
視
す
る
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
こ
れ
ま
で
か
ら
農
業
委
員

会
に
対
し
て
批
判
的
な
立
場
を
と
っ

て
き
た
内
閣
府
の
規
制
改
革
会
議
は
、

今
年
６
月
に
農
業
委
員
会
の
あ
り
方

に
つ
い
て
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
る

と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
全
国
農

業
会
議
所
は
全
国
一
斉
に
、
組
織
改

革
に
向
け
た
意
見
集
約
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
、
各
委
員
会
に
ア
ン

ケ
ー
ト
の
と
り
ま
と
め
を
依
頼
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
結
果
を
も
と
に
、
自
ら
も
襟

を
正
し
つ
つ
組
織
改
革
の
方
向
性
を

示
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

言
わ
れ
無
き
、
批
判
に
は
敢
然
と
反

論
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

全
国
一
斉
に

農
業
委
員
会
制
度
・

組
織
改
革
に
向
け
た

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

ブロック 内　　　　容

北部
10 委員会

「明日の『温
あつ

江
え

村』プランの作成に向けた話し合い活動」
　　　　　与謝野町農業委員会　千賀 誠八郎 氏
「農業・農政をめぐる情勢と農業委員会組織に期待される役割」
　　　　　全国農業会議所事務局長　柚木 茂夫 氏

南部
16 委員会

「地域から見える農業委員会活動をめざして
　～遊休農地解消に向けた大和郡山市農業委員会の取り組み～」
　　　　　大和郡山市農業委員会　会長	飯田喜代視 氏
「農業委員会活動と広報紙の役割」
　　　　　京田辺市農業委員会広報アイデア委員会　委員長　堀江 幸和 氏
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来
年
度
夏
の
農
地
中
間
管
理
事
業

の
ス
タ
ー
ト
を
控
え
、
京
都
府
農
業

会
議
は
「
農
地
中
間
管
理
機
構
事
業

へ
の
組
織
対
応
に
つ
い
て
」（
第
１

次
）
を
府
内
農
業
委
員
会
に
示
し
ま

し
た
。

中
間
管
理
事
業
を
、
地
域
の
話
し

合
い
を
ベ
ー
ス
に
し
た
地
域
農
業
の

仕
組
み
づ
く
り
に
戦
略
的
に
活
用
す

る
こ
と
と
し
、
当
面
の
課
題
と
し
て

▲
農
業
者
へ
の
制
度
の
周
知
徹
底

▲
農
地
の
出
し
手
と
受
け
手
の
把
握

▲
集
落
座
談
会
等
、
農
業
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
活
動
の
推
進

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
は
当
初
、
国

の
制
度
設
計
の
段
階
で
、
農
業
委
員

会
の
関
与
が
否
定
さ
れ
る
な
ど
の
経

緯
が
み
ら
れ
ま
し
た
が
、
事
実
上
、

農
業
委
員
会
の
関
わ
り
な
く
し
て
は

運
用
で
き
な
い
と
の
国
会
で
の
付
帯

決
議
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
は
重
要

な
役
割
を
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

農
地
中
間
管
理
事
業
へ
の
対
応
方
針

　

京
都
府
農
業
会
議
は
、「
京
都
農
業
懇
話
会
」（
清
水
幸
雄
代
表
）
と
「
京
都

府
農
業
法
人
経
営
者
会
議
」（
山
田
敏
之
会
長
）
の
事
務
局
と
し
て
、
経
営
者

組
織
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
つ
つ
「
担
い
手
の
経
営
発
展
」
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

 

・
仲
間
の
法
人
化
を
学
ぶ
（
京
都
農
業
懇
話
会
）

　

京
都
農
業
懇
話
会
と
農
業
会
議
は
、
２
月
18
日
、
京
都
市
内
で
「
経
営
力
向

上
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
“
仲
間
の
身
近
な
法
人
化
事
例
を
学
ぶ
”。
城
陽
市
の
㈱

森
島
平
兵
衛
農
園
・
森
島
範
紘
さ
ん
、
京
丹
後
市
の
㈱
野
木
源
・
野
木
武
さ
ん
、

京
都
市
の
京
都
鷹
峯
樋
口
農
園
㈱
・
樋
口
昌
孝
さ
ん
の
３
名
が
実
践
報
告
を

行
っ
た
後
、「
法
人
化
し
て
良
か
っ
た
こ
と
、
悪
か
っ
た
こ
と
」
を
本
音
で
語

り
あ
い
ま
し
た
。

 

・
兵
庫
県
の
農
業
法
人
と
交
流
（
京
都
府
農
業
法
人
経
営
者
会
議
）

　

京
都
府
農
業
法
人
経
営
者
会
議
（
山
田
敏
之
会
長
）
は
、
兵
庫
県
農
業
法
人

協
会
（
谷
口
正
友
会
長
）
と
協
力
し
て
、
１
月
23
、
24
日
の
２
日
間
、
兵
庫
県

篠
山
市
内
で
現
地
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

交
流
会
に
は
、
両
府
県
の
農
業
法
人
経
営
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
。
農
水
省

と
兵
庫
県
・
京
都
府
か
ら
報
告
を
聞
い
た
後
、
連
携
促
進
や
経
営
発
展
を
テ
ー

マ
に
意
見
・
情
報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

京
都
府
内
か
ら
は
、
こ
と
京
都
㈱
、
㈲
丹
後
ワ
イ
ナ
リ
ー
、（
農
）日
本
海
牧

場
、
㈱
味
歩
里
、
㈲
オ
ア
シ
ス
ラ
ン
ド
、（
農
）美
山
お
も
し
ろ
農
民
倶
楽
部
、

新
田
農
園
な
ど
が
出
席
。
両
府
県
の
強
み
を
生
か
し
た
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
語
り
あ
い
ま
し
た
。

経
営
者
組
織

研
の

修
・
交
流
を
支
援

京
都
府
農
業
会
議
で
は
、
法
人
化

を
志
向
す
る
農
業
経
営
体
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
、「
法
人
化
請
負
人
」

の
税
理
士
や
中
小
企
業
診
断
士
を
府

内
各
地
に
派
遣
し
て
い
ま
す
。

２
〜
３
月
に
は
、
宮
津
市
・
舞
鶴

市
・
福
知
山
市
・
京
都
市
で
農
業
者

の
個
別
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

綾
部
市
の
志
賀
郷
北
部
３
町
区
、
福

知
山
市
の
細
見
谷
農
業
生
産
組
合
な

ど
、
地
域
営
農
組
織
の
研
修
会
を
支

援
し
ま
し
た
。

な
お
、
請
負
人
へ
の
相
談
は
無
料

で
す
。
お
気
軽
に
農
業
会
議
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松井請負人が出席した細見谷農業生産組合（福知山市三
和町）の研修会（2/27）

「法人化請負人」を
派遣しています！

地域での話し合いをベースに
戦略的な活用を
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常
任
会
議
だ
よ
り

農
地
法
等
諮
問
案
件
の
審
議
の
ほ
か
、

次
の
課
題
を
協
議
し
ま
し
た
。

第
３
８
６
回
常
任
会
議
︵
₁₂
月
₁₈
日
︶

第
３
８
７
回
常
任
会
議
︵
₁
月
₂₂
日
︶

協
議①

平
成
26
年
度
事
業
計
画
の
骨
子
に
つ

い
て

報
告①

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
に
つ
い
て

②
「
米
政
策
」
を
巡
る
状
況
に
つ
い
て

第
３
８
８
回
常
任
会
議
︵
₂
月
₂₆
日
︶

協
議①

平
成
26
年
度
京
都
府
農
業
会
議
事
業

計
画
案
に
つ
い
て

②
第
１
０
９
回
総
会
の
運
営
と
提
出
議

案
に
つ
い
て

③
農
地
中
間
管
理
機
構
事
業
へ
の
組
織

対
応
に
つ
い
て
（
第
１
次
・
案
）

報
告①

平
成
26
年
度
京
都
府
農
林
関
係
予
算

案
に
つ
い
て

︻
農
地
法
諮
問
案
件
の
審
議
件
数
︼

	

（
12
〜
２
月
）　

第
４
条　

15
件　
　
　

７
、５
５
８
㎡

第
５
条　

48
件　
　

５
０
、０
１
５
㎡

第
18
条　

１
件　
　
　

１
、０
８
７
㎡

　

計　
　

64
件　
　

５
８
、６
６
０
㎡

︿
会
議
員
現
地
調
査
案
件
﹀

農
地
法
に
基
づ
く
諮
問
案
件　

９
件

・
12
月
９
日
（
京
丹
後
市
）

・
12
月
10
日
（
宇
治
田
原
町
）

・
１
月
14
日
（
八
幡
市
）

・
１
月
15
日
（
綾
部
市
）

・
３
月
13
日
（
京
丹
後
市
）

・
３
月
17
日
（
福
知
山
市
）

『制度を知らずに加入できなかった
� 農業者をなくそう‼�』

農業者年金　新規加入者状況
 京都府状況　　　
3月全国状況（暫定値） （平成 25 年度）
全　国　累　計　（人） 108,057 京都府累計 25

新規加入者数　全国合計 390 前月比+38 久御山町 8

新規加入者数　第１位 144 北海道 京都市 3

新規加入者数　第２位 31 熊本県 向日市 2

新規加入者数　第３位 18 茨城県 長岡京市 2

新規加入者数　第３位 15 長野県 城陽市 2

新規加入者数　第５位 14 長崎県 京丹後市 2

府内の新規加入者が過去最高！
農業者年金の魅力が浸透中！

農業委員会等の加入推進により、京都府内
の農業者年金の新規加入者が右肩上がりです。
3月暫定値では、昨年度を上回り25人となっ
ています。

◆女性の加入者も増えています！


